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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに
助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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老若男女が一緒にワイワイやりながら粉を

こね、それぞれに繭玉をつくっていく何気な

い一コマなのに、｢なんかこういうのっていい

もんだな～｣と、しみじみ感じました。（年を

取ったせいばかりではないと思うけど…）

出来上がった色とりどりの繭玉を、にしち

ゃんが室賀川の近くで取って来てくれた“ど

ろ柳„の枝に飾り付けました。

かずきくん、めいちゃん、あすかちゃん、

村島君など子どもたちも大活躍。

※ま～ゆの

見学に来られ

た新井小夜子

さんが入会さ

れました。若

いママです。

その後は、

みんなでつく

りたての繭玉

団子やお持ち寄りを並べての新年会。

1 月生まれのきみちゃん、ぶんちゃんのハッピーバー

スデー、年男の今井さんをお祝いしました。

新年の抱負や近況報告もその人らしさが出ていてみ

んな素敵でした。 ケセラ

今回、初めて繭玉ま～ゆ市に参加しました。

午前中は地域の繭玉作りだったので、繭玉

三昧の一日でした。ま～ゆ市では皆さんに作

り方を教えて頂きながら、一緒に参加した小

学２年の息子と楽しく繭玉作りができました。

そのあとのお茶会も自分たちが作った繭玉や

皆さん手作りの料理などをおいしくいただき、

とても楽しかったです。自分は四国の高知出

身で、子供のころに繭玉作りやどんど焼きと

いった行事をやったことがありません。繭玉を

食べることで風邪を引かない、と言われてい

ることを子供たちに伝えていくことも良いこと

だと思いますが、大勢で手作りしながらわい

わいと楽しめる機会があることが素晴らしいと

思いました。おいしい繭玉をたくさんいただい

たので、今年一年は風邪を引かないですみ

そうです。来年もまた参加させてください。

№397 まんぞくさん
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みなさん 羊年の今年はどんな年でしたか。

私は１２月のま～ゆ市まで休むことなく参加すること

が出来ました。１２月は３時より、ゆる～り、ほっこり、和

やかにふれあい、美

味しい紅茶の差し入

れにケーキ、つけも

の、デザート、ワンコ

インの食事をいただ

きながら教えたり、教

わったり、おしゃべり

をして楽しみました。

ま～ゆを見学にみえた方がいたり、久しぶりのメンバーにも会えたり、

戦後７０年の節目にふさわしい平和でぜいたくな時を共有しました。

モノ・コト交換も珍しい物品が出され、いつもより盛大に行われ、

私はひょうたんの形をしたカボチャをかっとまんとま～ゆ交換し

ました。

今月の誕生祝はミーすけ

さん、すえきちさんと私でした。

ごんべえさんの音頭で歌って

祝っていただき、今井さんよ

り花のタネのプレゼントをされ、

こんな素敵な誕生会に私は

胸がキュンとなり、来年も頑

張るぞと自分に誓いました。希望と勇気が湧く集まりですね。 №71 トットちゃん

飛び入りで

「都々平のパソコンマジック」



２月のま～ゆ市に参加して山本さん (ま～ゆで感じること)

ま～ゆは人材の宝庫であると思っています。ボランティア精神に深く尊敬しています。にゃんこ先生の無言の協

力を深く尊敬しています。あの日のカレーもとても美味しかったです。心の豊かさが溢れた手料理でした。

あの席で初めてお会いした、いっちゃさん、Ｑちゃん、人格のある方に出会えたこともとってもうれしかったこと

です。

ケセラさんのオーラカラーにいつも惚れています。

ごんべえさんの温かいお人柄で人格のにじみ出る心の豊かさをとてもうれしく思います。

私もま～ゆに入ってかれこれ１０年になると思います。一番感じたことは心豊かなお人柄の人が多いということ。

ま～ゆは人材が宝庫だと思います。

１０日のま～ゆ市は、何かでぶつかって出席できないこともありますが、全盲ゆえに、特にイベントの時は傍で実

況中継してくれる人がいないと、独りぼっちになってしまいます。

それ故、定例会だけに出席しています。一番うれしい事は人と人との出会い、これほど素晴らしいことは無いと思

います。

心の財産として少しずつでも学ばせていただきたいと思っています。

全盲の私はま～ゆに入れてもらえたことに、深く感謝しています。

覚えておいて欲しいことがあります。もし私に会ったら「私誰々です、こんにちは」と声を掛けていただければうれ

しいです。 ミーすけ聞き書き
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12 月 23 日

毎年１２月２３日は、年末恒例の餅つき大会で小生も毎

年この日をたいへん楽しみにしております。

８時に間に合うように家を出るつもりで乗車したところエ

ンジンがかからず整備に時間をとられ、到着したときには

残念ながらすでに８時をまわっており、「ぺったんぺった

ん」と威勢よく餅つきが始まっており、即、のし作業に入る

ような有様でした。

幸いにも、今年はノセさんも担当してくださり、ご指導の甲斐もあり

大事もなく順調に約２５臼前後ののしも無事終了しました。

昨年から、ノセさんの発案によるのし台もたいへんすばらしいもの

で、片栗粉を使うことなくのすことができました。

蒸し手、つき手、のし手

並びに昼食用餅の担当者

の連携がすべて好回転し、

１１時半過ぎには全て終了し、１１時４５分頃には「いただきま

す」が言える運びとなりました。 大福・あん・ごま餅等をお

皿に盛っていただき、更に、漬物等を持参された皆さんもおら

れ、餅と様々なおかずを楽しく美味しく頂くことができました。

このようなことができるのは、そのたびお世話になる前田ご夫妻のご理解による会場の提供、餅米はじめ

餅つきに必要な全ての手配、そして事前準備並びに当日参加者等数多くの皆様のご尽力の賜物と毎年

感心しております。

普段は、仕事の関係でほとんど欠席しておりますが、定年を迎え

た暁には、たいへん愉しい会に極力出席させていただきたいと思っ

ております。

このような会のお仲間に

させていただき、思いやり

や気持ち良い仲間意識の

ある素晴らしい皆様方とお

会いできたことに大変感謝

しております。

皆様方のお力で益々この会がご発展されますことを祈念申し上

げ、餅つき大会の所感とさせていただきます。 №64 いっしゅう
女の細腕でも割れるわ

く
っ
つ
い
ち
ゃ
た
ぁ
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蕎麦処 いちや №312 牧野隆彦

●お食事代の 5％をまーゆでお使いください

●環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を

目指しています平日は予約制となっています

※前日までにご予約頂いたお客様には一品

サービスします

上田市住吉1160

℡25-1841／携帯080-5140-6689

2005 年

11 月 15 日

ま～ゆ総会で鑑賞
地域通貨って №330 はづき

今回初めて『エンデの遺言』を見る事ができました。上映して下さったま〜ゆの皆様ありがとうございます。 

地域通貨について、何となく、お金を外に持ち出さない、という位にしか考えておらず、活用もしてなけ

れば、別に既存のお金を使うのでも結局同じでは？と内心思っていました。

そもそもお金って何なのか。何が問題？それでも必要って何で？と疑問がありつつそのままになって

いました。

『エンデの遺言』を見た今も難しくて正直良く分かりません。

でもお金の力は強くて、完全に暴走していて、それを生み出した人間の手

に余る物だなっていうのは再確認しました。

どんな人でもお金を持っている人なら少なからず踊らされたり、縛られたりさ

れている物です。

それを自分たちの必要に足る物に変えようというのが地域通貨なのかなと

思います。

お金を手放す事が出来たら、もっと自由になれる気がします。

平和映画祭で上映された『美しき緑の星』の中で「お金がまだ使われている、原始的だ」といった内容

の話が有りました。劇中の主人公達はお金に全く意味を感じてません。

お金から解放されて自由になる日が早く来ると良いな、そうなる様に良いイメージで日々生きたいと思

います。

「エンデの遺言」を見て （山田で自然農をしている№354 菅野 ）

ま～ゆが生まれた 2001 年の同じころ、福島でも川俣町にある「やまなみ農場」に関わる人たちによって、

地域通貨「どうもなぃ」が始まりました。その時、「エンデの遺言」の学習会が持たれましたが、内容につい

てはほとんど忘れてしまい、今回改めての学習となりました。

実体経済からかけ離れて、投資の対象となっているお金の

働きが、実体経済に深刻な影響を及ぼすようになってきました。

汗水流して大根一本を作るより、株式や為替相場などの方が

簡単に大金を稼ぐことできますが、為替相場で１００万円稼いだ

としても、それは誰かが１００万円以上損することによって成り立

つことです。大根一本を作る方が、はるかに人間らしい活動で

はないかと感じています。

国民生活が苦しい中で、大企業の内部留保は史上最高の３００兆円ほどになっています。使われなけ

れば何の意味もないお金です。お金を貸せば利子がつく。当たり前に考えていましたが、本当に当たり

前なのでしょうか。民主主義・立憲主義のあり方が強く問われる時代となってきましたが、経済やお金の

問題でも、国民のいのちと暮らしに役立つことなのかどうか、改めて問い直す必要があるように思います。

エンデを知ったのは、教育テレビ番組「アイン

シュタイン・ロマン」でした。アインシュタインの業

績を紹介するとともに、その評価をエンデの言葉

をかりて行っていましたが、自然科学の見かたに

ついてはとても納得できるものではありませんで

した。以来、私の中ではエンデの評価は低くなっ

てしまい、エンデの意見に賛成できない部分が

あるというのも正直なところです。



 「あなたの笑い声を聞くと、楽しくなって一緒に笑いたく

なる！」

 「あなたに会うと元気をもらえてうれしい！」

と言われます。

私も『友人知人に会うと、「おはよう！」「こんにちは！」で笑

顔に出会えて元気をもらっています。』

「今日の良かったこと」を毎日一日の終わりに書いています

が、会えた方の笑顔を思い出すと心がホットします。

毎日が元気で楽しく暮らせる事に感謝して「ありがとう！」と

生きたいです。

№204 かっこう

 あなたに会うと心が落ち着くね。

 あなたに会うとホッとするね。

 あなたの笑顔を見ているとこちら

まで楽しくなるね。

№130 ヒデさん

 また会いたいね

 あったかい手だね

 心のあったかい人は手冷た

いと言うよ

 「寅さん」みたいな人だね

 産地直送みたいな奴だな

№395 いっちゃ

｢〇〇さんは私よりずーっと若いの

に、お母さんのような女(ひと)です

ね｣って言われました。

匿名

－５－

ま～ゆ会員にききました。

あなたが言われて嬉しかったことはなんですか？
また、言って欲しい言葉がありますか？

12 月の憲法カフェでは〝ほめ言葉のシャワー〟ワークショップをしました。

(参加者はま～ゆ会員ほか多数)

｢あなたが言ってもらいたいほめ言葉は、なんですか｣。｢こんなふうに言ってもらうとうれしい｣。

また、「自分自身に贈りたい言葉」は。「言ってもらえたら嬉しくなる言葉」をみんなで書き出し二人

一組になってしっかりお互いを見ながら、ほめ言葉を贈りあいました。

 個性的ですね

 写真良かったよ

 いつも張り切っているね

 よくがんばっているね・独創的ですね

 助け合って生きていきましょう

 昔と変わりなく若いね

 形而上的に笑うね

 笑顔が素敵なあなたが大好きです

 あなたはあなたのままで大丈夫

 あなたと居るとホッとするよ

 いつもありがとう

 元気そうだね

 細かいところを気が付いて助かるよ

 魂に良い生き方をしているね

 おいしい

 あなたの手は神の手だ

 やさしいね

 いい仕事しているね

 ボキャブラリーが豊かだね

 あなたと会うとホッとする

 感性が素晴らしい

 見えない所で細やかな心遣いしてるね

甲田はきもの店 №39 甲田
●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272



 都々平さんのような暮らしをみんながすれば、地球環

境はずっと良くなるのにね。＝めばえさんから

 味噌プロジェクトの計算式は非常にうまくできていて

（私は冗談でなくノーベル賞ものと思っています）､地

域通貨の使い方の傑作だと思っています。＝辛口さ

んから

 ｢干支都々逸｣は新年一番の楽しみです＝(年賀状)

 頭のMRI検査で｢正常です。あなたの脳はとても若い｣

との説明に、ほめられたと解釈して気を良くしました。

№50 都々平

劣等感の塊でしたから、たまに褒め

られると本当にうれしくて、全部覚えて

います。

最近褒められたのは、

 「よく働くね」

 「話がうまくなったね」

 「イタリア語を教えるのがじょうず

だね」

 「豆を煮るのがうまいね」

 「足が長いね」（！？）

自分が全く自覚していない点を褒め

られると、特にうれしいです。

私も人と会う時には、なにかしらいい

ところを見つけて褒めるように努めてい

ますが、徹底できていません。それか

ら、言い忘れていたお礼がないかどう

か考えます。

これもよく忘れてしまいます。

№136にゃんこ先生

 「かか大好き！」

子どもたちの何気ない一言ですが、とってもうれしいで

す。そして顔も自然と笑顔になり、心も穏やかになり、

私にとっては大事な言葉だなぁと改めて思います。

 「あきちゃんの子どもだから大丈夫」

息子が不登校気味になりすごく悩んでいた時に言わ

れた言葉。

この言葉がすごく心に残

り、「うん、大丈夫大丈夫」

と、少しずつ自信を持てま

した。

 「いつもありがとう」

言われて「またがんばろう」と思えるすてきな言葉で

す。

なかなか自分でも言えない言葉（笑）。特に身近な人

には・・・

 「そのままのあなたでいいんだよ」

すごく落ち込んでいた時に、友人に言われたことば。

悲しいことは悲しくていい。泣いたっていい。ありのま

まの自分を受け止めればいいと言われました。

その時のどん底の自分を認めてくれた人がいたこと

に、すごく励まされました。

№263 あき

次号のテーマは〝遊び〟です
どんな遊びがすきですか？
こどものころの遊びは何でしたか？

たくさんの投稿を期待します

－６－

一之瀬鉄工所 №308 ノセ(一之瀬輝雄)

JIS半自動溶接 SN-1V 2級管工事施工管理技師

● 配管工事 ● 車庫･物置製作 ● 板金加工一式

● 10％まで「ま～ゆ」が使えます

どんな小さなことでもご相談ください

上田市７材木町2-7-6

℡・fax 23-1337 携帯080-1176-1123

ベーグル屋 ハル 春野仁宣・里美
●県産小麦と天然酵母の

ベーグル＆ヴィーガンブレッドの店
●1回のお買い物(500円以上)で

50ま～ゆお使いになれます
上田市中央 2 丁目 11-19
Tel & Fax: 0268-75-0777

chatte-sato@mvb.biglobe.ne.jp
http://www.fsf-haru.com
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№381 殿下こと西山智彦さん

国分寺に暮らす

昭和２６年生まれの殿下が育った東京の国分寺は

まだ戦後の焼け跡が残る誰もが貧しい暮らしでした。

借家暮らしで大屋さんから水をもらい､七輪で煮炊き

の生活で､昼はコッペパンにマーガリンやジャムでした。

おやつは近くのビスケット工場から割れたものを買う慎

ましやかな暮らしでした。

保育園はキリスト教系でしたが､何故ここに入ったかと

いうと､お昼にカレーと揚げパンが出たからです。｢こんな

おいしいものが食べられるなら｣と決めたそうです。賛美

歌を歌い､お祈りをする毎日でした。ちょっと体が弱かっ

たのですが､いたずらが大好き､誰にも可愛がられる子

供でした。

仲良し家族

小学校１年の頃､大人が吸っているタバコに興味を

持ち吸ってみましたが､「なんでこんなにまずいの」と懲り

懲りして､以来一度もタバコを口にすることはありません

でした。又親が｢パチンコやマージャンも早めに経験さ

せたほうが､大人になってのめりこまないだろう｣と､ごく早

めに許されました。中学生の頃からマージャンは弟と家

族４人で楽しんだそうです。

映画にもよく連れて行ってもらい､宮本武蔵役の中村

錦之助など夢中で見ていたそうです。テレビはほとんど

見ないで､家の前にあるローラースケート場で遊んだり､

家族で勉強したり､卓球を楽しみました。

テレビはおばあちゃんの家に行くと､たっぷり見ることが

できたそうです。

いたずら大好き

小学校１年２年と私立に通い３年生から公立に転

校しました。「学校では立ち上がった女の子の椅子を

引いて尻もちをつかせたり､家庭科の授業は面白くな

いとレスリングをやって庭に追い出されたり､問題児でし

たよ｣と話されました。でも先生や親からは怒られること

は無かったそうです。

自転車は一橋大学の構内が安全なのでここで練習

しました。そこでマムシも見たそうです。よく熱を出して

学校を休みました。国立のおばあちゃんに少年雑誌を

買ってもらい､付録の漫画本がおもしろかったそうです。

私立の中高一貫の桐朋中学に通いました。中学生

になって変声期になりましたが､なんと音域が広くなり､

英語の歌に興味を持ちよく歌いました。高校生のとき

母親に連れられて前進座のお芝居を見に行き､後援

会に入りました。

大学生になって

大学は青山学院の法学部に入りました。父親は国

際弁護士になるだろうと期待したのですが､殿下は社

会の仕組みが分かってくると､幻滅して学生運動にの

めり込みました。そこで２年下のきょんさんと出会いま

した。

前進座に入る

卒業すると前進座の演出部に入りました。小学生の

頃から裏方が好きで照

明や大道具などやって

いて､役者をやるより縁

の下で支えることが好き

だったそうです。殿下の

ニックネームの由来は､

前進座に入って高い所

から手を振った姿が､ま

さに殿下のようだったそ

うです。殿下が前進座に入ってしまったので､お父さん

の期待は弟さんに向き､申し訳なかったといってました。

上田へ移住

日光は放射線の管理区になっていて文部科学省の

データを見ると雲の流れが浅間山や四阿山のほうへ

行き､山にぶつかって佐久方面に流れていました。上

田は日光から３時間で行かれること､線量が少ない､又､

前進座で地方巡業をしていた頃に何回か上田に来て

刀屋のそばが好きだったり､ベンガルのカレーを食べたこ

とがある。

ということで､その後八ヶ岳でペンションを営んでいたこ

ともあって上田を移住地に決めたそうです。

コロボックル

体の弱かった殿下は前進座に入って体が鍛えられ､

大病はしなくなりましたが。昨年４０年ぶりに肺炎にな

って入院しました。「過ぐる日の山猫」の映画を上映し

ているときでした。まさに青天の霹靂と言っていました。

殿下は“コロボックル„という自然食品の店を自宅で

開いています。「１００年ごはん」の上映会の時出店し

たのですが､その時のお客さんが買い物に来てくれてうれ

しかったそうです。店ではマヌーカ蜂蜜を置いています。

これはピロリ菌をやっつけたり､胃癌にならないと言われ

ていて､ニュージーランドの南の地方の産ですが､世界で

売れてしまって全然間に合わないそうです。
殿下の活動

日光でやっていた One's Cinema という映画会､

「国民救援会」の上州支部に属し(冤罪の人を救援

する)「平和市民の会」の会員となりできることからはじ

めているそうです。

ま～ゆに参加

食に興味があり「世界が食べられなくなる日」を観て

「よみがえりのレシピ」の映画のとき入会を決めました。

好きなことは本を読むこと､中学生のときは毎週父親と

山へ行っていました。以来山は大好き。ここは周りに

山があって落ち着くそうです。雲をぼ～と見るのも。

音楽を聴く

いろいろなジャンルを経て今はバロックやクラシックが好

きだそうです。殿下は楽しいことが大好きな人です。

ミーすけ 記
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落
語

エ
コ
ロ
ジ
ー
入
門
（
二
）

№
395

い
っ
ち
ゃ

熊

先
生
い
る
か
エ
。

先
生
オ
ウ
熊
さ
ん
か
。
ゆ
う
べ
飲
み
過
ぎ
た
か
。

熊

イ
エ
そ
う
じ
ゃ
ね
え
が
、
先
生
、
せ
ん
だ
っ
て
八
の
野
郎
に
ス
ズ
メ
の
話

を
し
て
や
っ
た
そ
う
だ
な
。

先
生
う
む
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
話
を
し
て
や
っ
た
が
そ
れ
が
ど
う
か
し
た
か
ね
。

熊

野
郎
、｢

ス
ズ
メ
は
草
の
実
を
食
っ
て
生
き
て
い
る
が
、
お
め
え
の
よ
う
な

教
養
の
無
え
者
に
は
わ
か
る
め
え｣

な
ん
て
云
い
や
が
る
ん
で
。

先
生
そ
れ
で
。

熊

｢

八
、
お
め
え
、
な
ん
で
そ
ん
な
話
を
知
っ
て
い
る
ん
だ｣

と
き
い
た
と
こ

ろ
、
な
ん
で
も
不
景
気
で
仕
事
が
無
え
ん
で
、
横
町
の
先
生
を
お
だ
て
て

無
駄
話
を
聞
い
て
き
た
と
い
い
や
が
る
ん
で
。
お
れ
に
も
聞
か
せ
て
く
れ
。

先
生
無
駄
話
と
は
な
ん
だ
。
私
は
忙
し
い
、
帰
っ
て
お
く
れ
。

熊

い
そ
が
し
い
っ
て
、
縁
側
で
本
を
読
ん
で
い
る
だ
け
じ
ゃ
あ
ね
え
か
。

先
生
こ
れ
が
私
の
仕
事
だ
。

熊

ま
あ
、
そ
う
云
わ
ね
え
で
。
た
て
つ
け
の
悪
い
玄
関
の

戸
を
直
し
て
や
る
か
ら
さ
、
な
ん
か
話
し
て
く
れ
。

先
生
そ
ん
な
に
云
う
な
ら
ち
ょ
っ
と
だ
け
話
し
て
や
ろ
う
。

熊

あ
り
が
て
え
。
一
つ
や
っ
て
く
ん
ね
え
。

先
生
け
や
き
の
木
を
知
っ
て
い
る
な
。

熊

け
や
き
ぐ
れ
え
誰
で
も
知
っ
て
ら
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
。

先
生
け
や
き
は
冬
に
な
る
と
木
の
葉
を
全
部
落
と
す
。

熊

あ
た
り
め
え
だ
、
昔
か
ら
木
っ
て
え
も
の
は
冬
に
は
葉

を
落
と
す
も
ん
だ
。

先
生
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
信
州
の
山
地
や
東
北
地
方
だ
け
で
、

暖
か
い
南
方
の
森
を
つ
く
っ
て
い
る
カ
シ
や
シ
イ
の
木
は
冬
で
も
青
々
し

て
い
る
。

熊

へ
え
、
冬
で
も
青
々
し
て
い
る
木
が
あ
る
ん
で
。

先
生
そ
の
よ
う
な
木
を
常
緑
樹
と
い
う
な
。

熊

常
緑
樹
ね
。

先
生
ま
た
、
北
海
道
の
よ
う
な
寒
い
と
こ
ろ
に
い
く
と
お
な
じ
常
緑
樹
で
も
針

の
よ
う
な
細
い
葉
を
も
つ
ト
ド
マ
ツ
と
い
う
常
緑
針
葉
樹
が
森
を
つ
く
る
。

熊

ほ
う
、
木
も
場
所
が
変
わ
る
と
種
類
も
変
わ
る
の
か
。
昔
か
ら
所
変
わ
れ

ば
品
変
わ
る
と
い
う
が
、
所
か
わ
れ
ば
木
も
変
わ
る
っ
て
と
こ
か
。

先
生
熊
さ
ん
う
ま
い
こ
と
を
云
う
じ
ゃ
な
い
か
。

熊

エ
ヘ
ヘ
、
マ
ア
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
。

先
生
そ
う
い
う
現
象
を
植
生
の
水
平
分
布
と
い
う
な
。

熊

消
防
ポ
ン
プ
は
知
っ
て
い
る
が
、
ス
イ
ヘ
イ
ブ
ン
プ
は
知
ら
ね
え
。

先
生
け
や
き
の
よ
う
な
木
を
落
葉
樹
と
い
う
が
、
そ
の
木
が
落
と
し
た
葉
は
地

面
に
お
ち
る
。

熊

あ
た
り
め
え
だ
、
地
面
に
落
ち
な
く
て
ど
こ
に
行
く
。

先
生
と
こ
ろ
が
、
何
十
年
も
の
間
、
毎
年
落
と
し
続
け
て
も
葉
は
地
面
に
積
も

っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
か
ね
。

熊

お
お
か
た
誰
か
欲
の
ふ
け
え
野
郎
が
か
き
集
め
て
ど
こ
か
に
売
っ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
。

先
生
そ
う
で
は
な
い
。
地
面
に
落
ち
た
落
ち
葉
は
土
の
中
に
住
む
生
物
に
よ
っ

て
、
分
解
さ
れ
再
び
水
と
炭
酸
ガ
ス
な
っ
て
土
と
大
気
の
中
に
還
っ
て
行

く
か
ら
だ
。

熊

ヘ
エ
、
土
の
中
に
住
む
生
き
物
な
ど
が
い
る
の
か
。

先
生
そ
う
だ
、
土
の
な
か
に
は
ミ
ミ
ズ
や
カ
ビ
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
の
た
く
さ

ん
の
種
類
の
生
物
が
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
数
は
一
坪
あ
た
り

地
球
上
の
人
間
の
数
ほ
ど
い
る
。

熊

ミ
ミ
ズ
や
カ
ビ
は
あ
ま
り
好
か
ね
え
。

先
生
も
し
そ
れ
ら
が
分
解
し
な
け
れ
ば
落
ち
葉
や
動
物
の
死
骸
は
毎
年
地
面
に

積
も
る
。

熊

ち
げ
え
ね
え
。

先
生
そ
の
上
，
空
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
は
吸
わ
れ
る
一
方
だ
か
ら
空
気
中
に
炭
酸

ガ
ス
が
無
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
植
物
は
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
れ
を
餌

に
す
る
動
物
も
生
き
ら
れ
な
い
。
土
の
中
の
生
物
が
大
事
な
こ
と
が
わ
か

る
。

熊

な
ー
る
ほ
ど
。
け
え
っ
て
、
八
の
野
郎
を
へ
こ
ま
せ
て
や
ろ
う
。



街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57 中澤

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いくださ

い

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718

－９－

動物たちの声になりたい その 7 №136 にゃんこ先生

肉を食べない著名人
プラトンからガンジーまで、古今東西の著名な

ヴェジタリアンやヴィーガンを挙げれば、きりがあり

ません。今回はそんな著名人を、彼らの名言と合

わせて紹介しよう、と思いました。でもそれって、

「ほら、こんな著名な人もヴェジタリアン、だからあ

なたも肉をやめたら？」みたいで、品がないです。

やめました。（でも、どんな人たちが肉を食べない

か、興味のある方は「菜食のススメ」のHPをのぞい

て見て下さいね。）

代わりに、レオナルド・ダ・ヴィンチの言葉を紹

介します。「動物を殺すことは人間を殺すことと同

じである。人間がそのことを理解する日がいつか

来るだろう。」

『死体の晩餐』（ヘルムートＦ・カプラン著）

副題は、「動物の権利と菜食の理由」です。

2005 年の発売時、本国ドイツではベストセラーに

なったそうです。そんな国が羨ましいです。1975

年に動物の権利について書かれたピーター・シン

ガーの名著『動物の解放』をずっと読みやすくした

ような本です。読みたい方には、お貸ししますよ～

長島龍人の空想
『お金のいらない国』の著者の

ショートショートから。未来の母子

の会話です。

「おかあさん、昔の人って牛や豚

を食べてたんでしょ。」

「まあ、そんなことどこから聞いて

きたの？」

「学校で友達が言っていたんだ」

「まあ、ずいぶんと怖いお話をす

るのね。でも本当らしいわよ」

「なんで動物を食べなきゃならな

かったのかな。」

「昔の人は牛や豚を食べ物だと

思っていたらしいわ。」

「ゲーッ、なんで。おいしいわけないよね。」

「そうね、動物を食べるだなんて考えただけでも気

持ち悪いわ。」

「昔の人って変だったんだ。」

「それに、昔の人はわざわざ肉を食べるために牛

や豚を飼って増やしていたんですってよ。」

「えっ、ほんと？なんでそんなかわいそうなことでき

たんだろう」

「さあね、ヒトが進化する間にはいろんなことがあっ

たらしいわよ。」

でも、おかあさんも、昔、人間同士が殺しあって

いたことは知りませんでした。

小川糸さん、あなたもですか
今朝（１月２３日）の信濃毎日新聞の文化面に、

小川糸さんが「日本人とクジラ」と題して書いてい

ました。要旨は、「欧米の捕鯨反対には納得でき

ない。日本の食糧自給率を上げるため、また人類

の食糧危機対策としても、クジラをもっと食べたら

いいんじゃないのか。感謝して無駄なくいただけ

ばいいのだ。」

このての意見には耳にタコ、です。そこにあるの

は、人間の利益のみを考えた種差別にほかなりま

せん。クジラの立場からの視点は皆無。失礼なが

ら、作家としてそれでいいのかな、と思いました。

『かたつむり食堂』の著者に好感を抱いていただ

けにがっかりです。そもそも、肉食を減らせば、日

本の食糧自給率は上がります。彼女はそれを知ら

ないのでしょうか。

糸さん、あなたは余すところな

く食べてもらえれば、殺されても

我慢できますか？

何度でも言います。私は自分

がされたくないことを他者にもした

くありません。フォアグラのステー

キよろしく、「ヒトのメスの性器ソテ

ー」としてメニューに載るのは真っ

平です。

500 年が経ちましたが、ダ・ヴィ

ンチの言う「いつか」はまだ来て

いません。




